
８
月
28
日
、
仙
崎
漁
港
で
山
口
県
豊

魚
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
祭
は
、「
森
・
川
・
海
　
自
然
の
恵

み
　
い
つ
ま
で
も
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
開
催
さ
れ
、
式
典
で
は
ふ
る
さ
と
の
海
・
山
に
関
す
る
ポ
ス
タ

ー
優
秀
者
の
表
彰
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
森
・
川
・
海
の

幸
の
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
会
場
で
は
、
ト
ラ
フ
グ
、
マ
ダ
イ
、
ヒ
ラ
メ
な
ど
の

種
苗
放
流
や
、
巡
視
艇
な
ど
の
体
験
乗
船
や
県
警
音
楽
隊
の
演
奏
、

地
元
の
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
も
行
わ

れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

森
・
川
・
海
の
恵
み
に
感
謝

山
口
県
豊
魚
祭

９
月
21
日
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
街
を

目
指
す
こ
と
を
目
標
に
交
通
安
全
の
つ

ど
い
が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
約

600
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
新

し
い
交
通
安
全
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
紹
介
や
交
通
安
全
宣
言
が
行
わ

れ
た
後
、
県
警
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
が
あ
り
、
迫
力
あ
る
演
奏
に

会
場
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
、
県
警
音
楽
隊
の
先
導
に
よ
り
、
交
通
安
全
パ
レ

ー
ド
が
市
役
所
本
庁
前
か
ら
長
門
税
務
署
前
ま
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
パ
レ
ー
ド
に
は
深
川
幼
稚
園
の
園
児
も
参
加
し
、
鼓
笛
隊
や

お
遊
戯
で
交
通
安
全
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

交
通
事
故
ゼ
ロ
の
街
を
め
ざ
し
て

交
通
安
全
の
つ
ど
い

９
月
14
日
、
８
月
か
ら
配
属
さ
れ
た

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
の
ト
ー

マ
ス
・
リ
プ
ト
ロ
ッ
ト
（
愛
称：

ト
ム
）

先
生
が
向
陽
小
学
校
に
初
め
て
授
業
に

訪
れ
、
児
童
た
ち
と
の
交
流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

全
校
児
童
を
前
に
、
ま
ず
ト
ム
先
生
が
自
分
の
国
や
家
族
な
ど

を
紹
介
。
児
童
か
ら
は
「
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
や
食
べ
物
は
？
」、

「
年
齢
は
何
歳
で
す
か
？
」、「
イ
ギ
リ
ス
に
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
は

あ
り
ま
す
か
？
」
な
ど
質
問
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ト
ム
先
生
が
得
意
の
ピ
ア
ノ
を
披
露
し
た
り
、
児
童

が
校
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
お
互
い
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

N
ice
to
m
eet
you!

ト
ム
先
生
と
交
流

８
月
27
、
28
日
の
両
日
、
仙
崎
駅
周
辺
で
み
す
ゞ
燦

参
Ｓ
Ｕ
Ｎ
フ
ァ
イ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
「
み
す
ゞ
よ
む
Ｈ
Ｏ

Ｏ
!!
」
が
開
催
さ
れ
、
金
子
み
す
ゞ
さ
ん
が
残
し
た
全

512
編
の
詩
の
完
全
読
破
へ
の
挑
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

み
す
ゞ
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ
り
最
初
の
詩
「
障
子
」
が
朗
読
さ
れ
、
完
全
読

破
へ
の
挑
戦
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
年
配
の
方
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
想
い
を
込
め
て
み
す
ゞ
さ
ん
の
詩
を
朗
読
。
２
日
間
で
全
512
編
の
詩
の
完
全
読

破
に
成
功
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
会
場
で
は
、
蒲
鉾
板
を
集
め
た
モ
ザ
イ
ク
画
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｍ
２

０
０
５
」
の
完
成
セ
レ
モ
ニ
ー
や
、
日
本
テ
レ
ビ
系
「
24
時
間
テ
レ
ビ
」
の
生
中

継
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

み
す
ゞ
さ
ん
の
詩
五
一
二
編
を
完
全
読
破

み
す
ゞ
よ
む
Ｈ
Ｏ
Ｏ
!!

十
日
ま
つ
り
の
呼
び
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る
「
赤
崎

祭
り
」
が
、
９
月
９
、
10
日
の
両
日
、
赤
崎
山
周
辺
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

10
日
に
は
、
国
の
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
赤
崎
神
社
楽
桟
敷
で
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
楽
踊
と
湯
本

南
条
踊
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
御
所
原
上
組
下
組
に
よ
る
「
虎
の
子
渡
し
」、
藤

中
保
存
会
に
よ
る
「
月
の
前
の
伶
楽
」
の
楽
踊
と
、
湯
本
保
存
会
に
よ
る
「
湯
本

南
条
踊
」
が
披
露
さ
れ
、
石
垣
で
階
段
状
に
組
ま
れ
た
自
然
の
屋
外
劇
場
で
繰
り

広
げ
ら
れ
る
、
色
鮮
や
か
で
躍
動
感
あ
る
踊
り
に
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
前
日
９
日
の
前
夜
祭
で
は
魚
の
つ
か
み
取
り
や
子

ど
も
み
こ
し
な
ど
も
行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

赤
崎
祭
り

楽
桟
敷
で
優
美
な
舞
い


